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研究成果の概要（和文）：本研究は、球技における効果的な戦術学習に寄与することを目的として、ハンドボー
ル競技を題材とした、グループ戦術的能力の規定因子とその評価について検討した。その規定因子の検討にあた
っては、国内外のトップ指導者へのインタビュー調査を実施し、評価については競技者の実態調査を実施した。
グループ戦術的能力の必要性は、国内外を問わず極めて重要視されていることが明らかとなった。そしてその規
定因子は、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、戦術的理解力が大きく関与するということが示
された。またこのことは、競技者間にも同様の認識がなされていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In this study, in order to contribute to effective tactical learning in ball
 games, specific factors and their evaluation of group tactical ability with handball competition 
were examined. In examining the specific factors, interview surveys were conducted to the top 
coaches in Japan and overseas, surveys on the actual condition of the athlete were also conducted 
for the evaluation.
It became clear that the necessity of group tactical abilities is regarded as extremely important 
regardless of domestic and overseas. It was shown that the specific factors are greatly related to 
communication ability, presentation ability and tactical comprehension. This also revealed that 
similar awareness was made among athletes.
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１．研究開始当初の背景 
 競技スポーツのコーチングにおいて、競技
力を客観的に評価することは、トレーニング
手段を設定していく上で不可欠である。その
競技力の決定因子としては、一般的なもの競
技力評価指標とともに、戦術的な要素もあげ
られる。特に球技などの実際の競技場面では、
さまざまな判断の要素を含む戦術的な行動
を繰り返している。しかしながら、そのほと
んどが主観的な評価にとどまっている。 
 前段階の研究として、ハンドボール競にお
ける、個人の戦術的能力について検討を行っ
たが、ハンドボール競技のような集団の球技
種目においては、個人の試みだけでは解決に
至らない状況が存在することが明らかにな
った。 
そこで本研究では、ハンドボール競技にお
ける、グループの戦術的能力の規定因子につ
いて明らかにし、その妥当性を評価し、トレ
ーナビリティにについて検討することが極
めて重要であり、とりわけ球技種目の指導に
おける喫緊の課題であるとの認識に立ち、研
究を開始するに至った。 
  
 
２．研究の目的 
 ハンドボール競技において、個人やグルー
プ戦術的能力がパフォーマンスに大きな影
響を及ぼすことは、一般的に認知されている。
しかしながら、その戦術的能力に関する説明
や評価の多くは、抽象的な表現に委ねられて
きた。 
 独自の研究において、個人の戦術的能力の
規定因子やその妥当性、またトレーナビリテ
ィについて明らかにしてきたが、ハンドボー
ル競技を含む、集団球技種目に欠かせないと
認識される、グループの戦術的能力について
の客観的な考察は、依然として多く見ない。
そこで本研究は、ハンドボール競技を題材と
して、グループの戦術的能力の規定因子を検
討し、その妥当性を検討した上で、効果的な
戦術学習に貢献することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、研究を大きく３段階に分けて
行った。 
 一つ目の段階として、グループ戦術的能力
の規定因子を調査することとした。調査の対
象は、国内外のトップレベルのチームを指導
するコーチとし、インタビュー形式で回答を
得たのち、指導者間の共通認識や相違につい
て比較検討した。 
 研究の第 2段階では、トップレベルを指導
するコーチより得られた回答をもとに導き
出した、グループ戦術的能力の規定因子につ
いて、プレーヤーを対象とした実態調査を実
施することとした。 
 第 3段階では、ハンドボール競技に関する
コーチングの研究の動向を調査し、必ずしも

定量的に評価されるべきでない、戦術に関す
る能力に対するアプローチや、コーチングに
おけるコツやカンに関する伝達の実態につ
いて調査することとした。なお、この第 3段
階の調査は、戦術的能力に関する研究を進行
していく上で、必要性を認めたため、実施す
るに至った。 
 
（1）グループ戦術的能力規定因子調査 
 グループ戦術的能力の規定因子を調査す
るために、国内外のトップレベルを指導する
指導者にインタビュー調査を実施した。 
 国内のトップレベルの指導者は、国内にお
けるパフォーマンスレベルの最も高い、日本
ハンドボールリーグの指導者を中心として、
代表チーム各カテゴリーの指導経験を持つ
指導者も対象とし、インタビュー調査を実施
した。 
 国外のトップ指導者は、ハンドボール競技
の発祥の地であり、国際トップレベルのリー
グを擁する、デンマークのデンマークリーグ
関係のコーチを対象として実施した。 
 インタビュー調査は、調査対象によってイ
ンタビュー内容に相違が生じないよう、事前
に作成したインタビューフォームに基づい
て行った。 
 また、インタビューにより、率直な回答が
得られるよう、データの取り扱い等による、
各指導者や、指導するチームへ悪影響を及ぼ
さない配慮を十分に施すことを説明した上
で、インタビューを実施した。 
 
（2）規定因子の妥当性に関する調査 
 国内外のトップ指導者へのインタビュー
調査により導き出された、グループ戦術的能
力の規定因子について、その妥当性を検討し
た。 
 調査の方法は、指導者間に共通して見られ
る、グループ戦術的能力の規定因子を評価で
きるゲーム状況を切り出し、パフォーマンス
レベルとの比較を行った。 
 調査の対象として、ハンドボールを専門と
する、大学トップレベルのリーグに所属する
選手とし、様々なパフォーマンスレベルの選
手を無作為に抽出した。 
 また、ゲーム状況の切り出しでは検討でき
ない項目に関しては、プレーヤーの意識調査
を実施した。 
 
（3）コーチング研究の動向に関する調査 
 本研究を進めていく上で、戦術的能力は、
必ずしも定量的な評価においてのみなされ
るべきものではないことが明らかになって
きた。 
 例えばコミュニケーション能力に関して
は、連携する選手から感覚を引き出すことや、
連携したい内容について説明する能力など
が含まれるが、このような内容に関し、様々
なレベルの選手が感じている内容を、できる
だけ率直に引き出すことに努めた。 



 戦術学習に関連するコーチングに関して
は、近年事例的な研究が散見されるようにな
り、戦術的能力の向上に向けたアプローチを
確認する必要性を認め、調査を実施した。 
 調査の方法は、ハンドボール競技における
文献を精査し、そのアプローチ方法等につい
て、中心的に確認した。 
 
 
４．研究成果 
（1）グループ戦術的能力規定因子調査 
 ハンドボール競技における、グループ戦術
的能力の規定因子は、個人戦術的能力の規定
因子と比較して、トップレベルの指導者間の
見解に、ばらつきが見られることが明らかに
なった。 
 各指導者があげた、主な規定因子は以下の
通りであった。 
・ 2：2を攻撃する能力 
・ 3：3を攻撃する能力 
・ 4：4を攻撃する能力 
・ 2：2を連携して防御する能力 
・ ポストの動きに連動する能力 
・ ポジショニング 
・ 理解力 

 ハンドボール競技に関する理解力 
 一般的な理解力 

・ コミュニケーション能力 
・ リーダーシップ 
 
 以上より、指導者へのインタビューにより
導き出された、グループ戦術的能力の規定因
子は、必ずしも定量的な評価を実践できるも
のだけではないことが結果として得られた。 
 とりわけ国外のトップレベルの指導に携
わる指導者は、ゲーム状況の切り出しによる
設定での評価についてはほとんど言及せず、
コミュニケーション能力や理解力をより重
要視していることが明らかになった。 
 
（2）規定因子の妥当性に関する調査 
 ゲーム状況の切り出しにより、グループ戦
術的能力を比較した結果、総合的にパフォー
マンス能力の高い競技者において、2：2、3：
3、4：4 状況における状況解決能力が高いこ
とが示された。 
 グループ戦術的能力の規定因子は、個人戦
術的能力の規定因子と重なる点も見られた
が、多くの指導者が、個人戦術的能力よりも、
グループの戦術的能力の方が重要であると
の見解を示した。 
 先行研究において、個人戦術的能力の規定
因子も、グループの戦術的能力に関連するこ
とが明らかになったが、チームスポーツであ
るがゆえに、チームの他のメンバーと連携す
る能力こそが、個人にしても、グループにし
ても重要であると認識されることが確認で
きた。 
 さらに、グループ戦術的能力においては、
個人で解決できない状況の打開についても

言及され、グループにおける連携があってこ
そ、解決できる状況の存在を認知し、その状
況解決に向けて個人における理解力、あるい
は理解の共有能力が欠かせないとの見解が
示された。 
 また、パフォーマンスの変化を検討した結
果、トレーニング群におけるパフォーマンス
の改善が有意に見られたことから、グループ
戦術的能力のトレーナビリティがあること
が示唆された。図１に、3：3 状況における、
トレーニング群と非トレーニング群のトレ
ーニング前後の成功試技数の変化を示した。 

 

図 1 3：3状況における成功試技の変化 

 
（3）コーチング研究の動向に関する調査 
 ハンドボール競技における、コーチング専
門領域の文献調査を実施した。 
 ハンドボール競技に関する文献の割合は
図 2に示す通りであった。 

 
図 2 ハンドボールに関する論文の割合 
 
 また、近年の傾向として、コツやカンの伝
達に関する文献等において、事例研究が散見
されるようになった。 
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